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ロール・プレイングを用いた
援助職のための事例検討について
－精神分析的視点から－
浮 田 徹 嗣
１．問題の設定
事例検討には２つの機能・役割があるとされていて，１つは治療上困っ
ていることや問題･課題解決のヒントを得るためであり，もう１つはトレー
ニングもしくは学びの場であるということである１）。また，事例検討は，
心理療法の実践のために重要な方法であるともに，心理臨床家の研鑽のた
めにも大切な場でもある。岩間の指摘するとおり「事例検討の場は援助専
門職の養成の場であり，援助者の力量を高める」ものであり２），心理職だ
けでなく社会福祉職などの対人援助職にとっても，事例検討の重要性は極
めて高い。しかし，事例検討の方法について詳しく述べた成書はきわめて
少ないのが実情である。また，近年は，大学医学部精神科の中には心理療
法の事例検討会の存在意義を認めないというところも出てきているという
指摘もある３）。
事例検討の意義を認めないだけでなく，否定的な意味で，ケースカンファ
レンス症候群という言葉も使われている。検討会で，参加者を唸らせるよ
うな立派な報告をするために，事例の処遇や治療に関係なく，事例理解に
関係がないことまで事例本人に根掘り葉掘り尋ねて発表原稿を作り，当の
事例本人は根掘り葉掘り尋ねられた結果，心身の不調をきたらせてしまう
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ということをさして揶揄する言葉である。また，単なる処遇決定のための
会議という言葉も使われるようになっている。事例を理解するよりも事例
に関わるスタッフの誰かが処遇決定の責任をとらなくてもすむシステムを
揶揄して使われているようである。
そもそも，事例検討はなんのためにするのかというと，それは事例理解
を通じ，治療行為（あるいは援助）に還元するためである４） この点につ
いて，横田はどのような事例検討会が良いかについて「問題行動を別の角
度から眺め，一見奇異な言動にもすべて理由と意味があることが理解され
る」ような場であることをその条件にあげている５）。近年は，事例研究論
文を書くための様々な助言も書かれているが，本稿では横田の指摘に着目
して事例検討について考えてみたい。
２．目的
ところで「問題行動を別の角度から眺め，一見奇異な言動にもすべて理
由と意味があることが理解される」ことが事例検討の目的であるとすると，
横浜ロール・プレイング研究会月例会は，まさにその目的に適った研究会
であるということができるかもしれない。横浜ロール・プレイング研究会
には心理臨床家をはじめ様々な対人援助専門職のメンバーが参加しており，
スーパーバイザーの指導のもとに月例会をおこなっている。その月例会で
は，研究会参加者が自ら関わっているケースについて報告した話をもとに
ドラマを展開することがある。こういったドラマをロール・プレイングで
演じることがケースカンファレンス以上に，事例検討の場としても，また，
心理臨床家の研鑽の場としても有意義なものとなっていると考えられる。
本稿では，横浜ロール・プレイング研究会で行われたいくつかのドラマ
を提示して，ロール・プレイングのもつ事例検討としての意義を考察し，
それらの意義が現れてくるのはロール・プレイングのどのような側面が関
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与しているのか明らかにすることを目的とする。
３．方法
横浜ロール・プレイング研究会月例会については，川幡政道・三宅育子
により詳細な記録が作られているので６） ，これを素材として分析を行う。
なお，一部，筆者の個人的なメモや筆者の記憶によるものも素材として検
討を行う。本稿では，横浜ロール・プレイング研究会月例会で行われたプ
レイの中から，特に，実際の事例を再現して演じたセッションの記録を素
材として用いる。なお，そもそもロール・プレイングとは，実際に起きた
ことを再現するためのものではない。たまたま，そのような設定でドラマ
をおこなうこともあるので，そのようなドラマを素材にすることにした。
なお，再現といっても，完全な再現ではなく，ロール・プレイングでは，
相手の演者との関係で起きてきた感情を言動で自由に表現することでドラ
マが展開するものであり，本研究に当たっては，特に演者の気持ちに焦点
を当てて分析することにする。
ロール・プレイングとは役割を演じることであるが，理想像に自分をあ
わせることではなく，理想そのものを発見しようとするものである。観客
は，自分も演者や問題提起者と同じように悩みに直面していることを認識
し，問題提起者や演者を非難することなくサポートすることが求められる。
そのような場になり得ているのは，スーパーバイザーの指導によるのであ
るが，この意味でも，事例検討の場としても捉えることは適切であると考
える。
４．ドラマの提示
（１）石を拾ってくる子ども
これは他のところでも取り上げたことのあるプレイであるが８），きわめ
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て印象深いプレイであったので，再度取り上げることにする。これは，「問
題児」とされる子どもの母親から相談を受けた児童相談所の相談員が，そ
の子どもの役を演じてみて，その行動の意味を実感した例である。子ども
が外で石ころやガラクタなどを拾い，ポケットに詰め込んで家に帰ってく
るので困っている母親から児童相談所に相談が持ち込まれたという報告が
あったので，この親子の間で起きていることについて考えてみるために，
ロール・プレイングがおこなわれた。
まずはじめに，実際に起きていることを再現するために，子ども役がポ
ケットいっぱいに「ガラクタ」を詰めこんで家に帰ってくるという場面が
設定され，実際に相談を受けた相談員が母親役を演じた。
母親：お帰り。
子供：ただいま。
母親：ああ，またこんな汚いものもってきて。
（このあと母親と子供の言い合い。詳細は省略）
（次の日，また石ころをいっぱい持って帰ってきた場面が指示された）
子供：ただいま。大きな石ころ見つけたよ。まだあるよ。
（このあと母親と子供の言い合い。詳細は省略）
このプレイの後，母親役は「この子はわざとゴミやガラクタをもってく
ると思った。不愉快で，見たくない。どうしょうもないのでよそへ預けちゃ
いたいと思った」と感想を述べた。スーパーバイザーから，石ころは子ど
もが得意になって拾ってきたいわば母親への「贈り物」のようなものなの
ではないかという指摘があったので，母親役に石ころを「贈り物」として
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喜んで受け取ってあげるようにという指示が出され，２回目のプレイがお
こなわれた。
母親：お帰り。
子供：ただいま。今日もたくさん取ってきたよ。大きな石ころもあるよ。
泥もついているけど。
母親：おかあさんに？これで何個たまったかな。20個ぐらい？
子供：わからないけど，毎日だからもっと多いよ。
母親：おかあさんにプレゼント？全部くれるの？
子供：半分こ。この泥のついたやつあげる。
母親：ありがとう。
子供：これから一緒に拾いに行こうよ。
母親：もう遅いから，明日ね。
子供：今日がいいな。暗い方がいい。
母親：明日よ。真っ暗な公園じゃだめ。
（このあとのやりとりは省略）
２回目のプレイの後，母親役は「自分の世界に入ってきてほしいという
子どもの気持ちは感じたが，贈り物として受け取れといわれても，汚いも
の，いらないものをくれたという感じがして，贈り物にはみえない」と感
想を述べた。スーパーバイザーから「石を贈り物して受け取るようにとい
う監督の指示では，母親役もそうは思えないだろう」という指摘があり，
母親役と子ども役を交替して次のプレイがおこなわれた。
母親：お帰り。また，何かいっぱい拾って持ってきて。
子供：石ころ。いっぱいあるよ。
ロール・プレイングを用いた援助職のための事例検討について－精神分析的視点から－
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母親：泥だらけ。あーあ。
（受け取ったものを床に置く）
子供：ここに（椅子の上）に置いて。（ガラクタについて嬉々と説明す
る）。
母親：どこがいいの？
子供：何かいいなって思うの。「使った」っていう感じ。また明日みつけ
てくる。
母親：おかあさん，大きな石ころ欲しいわ。
（以下省略）
このプレイの後の子ども役（１，２回目の母親役）の感想は「子どもの
役割になると，ガラクタが全然汚く感じない。僕が持ってきたんだから受
け取ってほしいという気持ち」というものだった。スーパーバイザーの解
釈や観客の感想から「捨てられていたガラクタは，母親に捨てられている
自分の分身のようなもの，大切なものに感じられるのではないか」「これは
僕ですよ，僕を受け取って下さいと差し出したようにみえた」「贈り物が受
け入れられることは自分が受け入れられることかもしれない」といった理
解が示された。こういった理解をもとに，討論を行った上で，元の役割に
戻して４回目のプレイがおこなわれた。
母親：お帰り。
子供：ただいま。
母親：今日もポケットいっぱいね。何持ってくるか楽しみになっちゃった。
いつも違う所から拾ってくるの？これは？
子供：公園。今から行く？
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母親：どうしょうか。
子供：もう，お腹がすいた。
母親：じゃあ，きょうはもう暗いから明日にしよう。
子供：約束だよ。
母親：おにぎり持ってね。楽しみだな。
このプレイの後，母親役（３回目のプレイでは子ども役）は「この子と
の会話が楽しくなった。かわいい子に見えた」と感想を述べた。また，子
ども役（３回目のプレイでは母親役）の方は「かわいいママ。いわばリハ
ビリ中の母親で，一生懸命さが伝わってきましたけれど，許せないところ
もあった」という感想だった。
一連のプレイを通して母親役の視点がどのように変わっていったのかを
まとめると次のようになる。まず，最初のプレイでは，子どもが石を拾っ
てくることが不愉快だと感じたという。石は子どもから母親への贈り物と
いう意味があるのではないかという指摘を受けて，石を贈り物して受け取
るようにという監督の指示でおこなわれた２回目のプレイでは，母親役は
贈り物として受け取れといわれても贈り物にはみえないと感じている。贈
り物して受け取るという設定では，監督の思ったような展開にならなかっ
たので，スーパーバイザーの助言を受けて，３回目には役割を交替して相
談員が子ども役を演じた。そのあと再度，役割を交替して母親の役割に戻
した４回目のプレイでは，かわいい子に見えたと語っている。
また，子ども役の感想も興味深い。３回目のプレイで母親役を演じてみ
て４回目で子ども役に戻ると「かわいいママ。いわばリハビリ中の母親で，
一生懸命さが伝わってきましたけれど，許せないところもあった」と感想
を述べている。
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一方，観客の見方も変化している。はじめは子どもの方が問題児に見え
ていたが，プレイを演じてみると，子どもをそういう状況に追い込んでい
る母親の問題が見えてくる。しかし，さらにプレイを重ねていくと，その
母親も一所懸命にやっている，許せないところもあるけれどいわばリハビ
リ中だから仕方がない，むしろ母親も孤独な戦いを強いられていて大変だ，
そんな風に見えるようになってきているのである。
（２）嘔吐をくり返す被虐待児
次に示すドラマは，被虐待児の一時保護所の職員と保護されている子ど
ものプレイである。その職員が夜勤の時に保護されている５歳の子どもが
自家中毒を起こして夜中に何度も嘔吐し，そのたびにお茶を飲みたがり，
また嘔吐してはお茶を飲むということを際限なく繰り返したという状況を，
ほぼ再現するものとなった。当の職員が子どもの役を演じ，私がその職員
の役を演じた。
子供：お茶，お茶
職員：あ，お茶が飲みたい？ちょっと待ってね。（お茶を飲ませる）
子供：ウエー（と嘔吐してしまう）
職員：大丈夫？大丈夫なわけないか。蒲団が，，，大丈夫かな（蒲団を取
り替える）
子供：お茶，お茶
職員：あ，お茶が飲みたい？ちょっと待ってね。はい，お茶。
子供：ウエー（と嘔吐してしまう）
職員：洗面器，，，。ちょっと待ってね。また，吐きそう？
（このあと，ほとんど同じことの繰り返しなので，以下省略）
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このプレイの後，子ども役を演じた一時保護所の職員は「世話をしても
らって，普通なら申し訳ないと思うはずだが，申し訳ないという思いでは
なく当然だという感じ。むしろ，お茶をもっとちゃんと飲ませて欲しいと
か，冷たい扱いだなと思った。自分が子ども役をやってみて，自分の世話
の仕方が悪かったということはあったと感じた」と述べた。職員役を演じ
た筆者は「自分が親身になっていないことを感じた。この子がかわいそう
だとか，つらいだろうなとは思わなかった」と感じた。自分が如何に冷た
い人間であるかを思い知らされたような気がした。
その後，場面設定の仕方についてスーパーバイザーから助言があり，観
客からも，職員が「ずっと横に寄り添っている」「背中をさする」「抱っこ
してあげる」といった対応をするとその後の展開が変わるのではないかと
いう指摘があった。これを受けて何度かプレイが繰り返された。しかし，
プレイを繰り返しても，職員役の私はそれらしく行動はするのだけれど，
ロボットが指示されたとおりに動いているというような感じで，子どもと
の関係には基本的な変化はなかった（少しは変化はあったが基本的には職
員役の態度が変わらなかったので，大きな違いはなかった）。
監督の指示のもと何度かプレイを行った後，これらのプレイで何が起き
ていたのかについての討論が行われた。子ども役を演じた一時保護所職員
は「吐くということが不満の表現ではないかと思った。」と述べ，他の観客
からは「子どもは，お茶といった時と吐いた時と以外は放置されて，捨て
られている」「お茶が欲しいという言葉でお母さんとのスキンシップを求め
ているのではないか」などの感想が出された。なお，これらはスーパーバ
イザーの「吐くということの意味を考える必要がある」という指摘と解釈
に助けられてのものである。これらの討論から，嘔吐してはお茶を飲むと
いうことを際限なく繰り返すという ｢問題行動｣ を違った視点から見られ
るようになったということはできるだろう。
ロール・プレイングを用いた援助職のための事例検討について－精神分析的視点から－
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（３）注意欠陥多動障害とされている小学生
次に示すのは注意欠陥多動障害とされている小学生（女子）が塾の講師
（女子大学生）にべたべた甘えたり攻撃的になったりするという場面の再現
のドラマである。これは塾の講師をしている学生から私が相談を受けたケー
スで，塾講師の学生はこの研究会には参加していない。学生から聞いてい
た状況を私が説明し，その状況をまずプレイで再現してみることとなった。
塾講師役も小学生役も，実際のケースとは直接関係がない，月例研究会
参加メンバーが演じたものである。
塾講師：はーい，授業始めるよ。
小学生：ポケモンのカード，先生どれがすき？
塾講師：ポケモンおもしろそうだね。授業終わったら見せてね。
小学生：えー！
（以下省略）
（小学生が甘えたり攻撃的になったりしなかったので，スーパーバイザーの
助言で監督はプレイを一度中断し，この場面の10分後に，小学生がさっき
の話の続きの話を始めるという設定で，プレイが再開された。）
小学生：先生，何でポケモン知っているの？
塾講師：甥がいるから
小学生：何歳くらい？
塾講師：その話は後でね。
小学生：エー。いま聞きたい。
塾講師：後で気の済むまでつきあうから。
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（べたべたまとわりつくという展開にならなかったので，スーパーバイザー
の指示で監督が再度中断し，休み時間になり質問にくるという場面を設定
した。そして「気の済むまでつきあう」といっていたその授業終了後の場
面からプレイが再開された。）
小学生：先生さっき約束したでしょう。
塾講師：じゃ，いす持ってきて。どのカードが好きなの？こっちのいいじゃ
ない。これ，流行っているの？おもしろいね。
（以下略）
小学生役が「先生がじっくり相手をしてくれていればべたべたしなくて
も甘えていられた感じがする」というので，塾講師が授業後にじっくりと
は相手をしない役割を演じる設定とされた。
小学生：（追いかけてきて）先生，話聞いてくれるっていったじゃない！
塾講師：授業が長引いたし，，，。先生他の約束があるから，，，。
小学生：えー。信じられない。
塾講師：（背を向けて立ち去ろうとする）
このプレイの後，小学生役は「授業中だから後でねっていわれて期待し
ていて，授業の後あまり構ってもらえないと裏切られたような気がして怒
りが湧いてくる」と感想を述べた。観客から様々な感想が出されたあと，
「べたべたと纏わり付いてきたり，突然殴りかかってきたりするという一連
の行動のもとになっている基本的な空想」についての解釈がスーパーバイ
ザーから示された。そのあと，この空想について「纏わり付いていないと
お母さんがよそに行ってしまうという気持ちは理解できる」といった感想
ロール・プレイングを用いた援助職のための事例検討について－精神分析的視点から－
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が出された。そういった感想と共に，後日，このときのプレイの概略を当
の塾講師の学生に伝えたところ，その学生はその小学生の相手をする時に
心を込めるようになり，その子の ｢問題行動｣ が治まったという。
塾講師をしている学生から聞いた，塾の生徒の「問題行動」と，このプ
レイで演じられた「問題行動」は表面的には似ていても実際には違ったも
のであるかもしれない。また，大人が小学生役をやって塾講師役に十分か
まってもらえなくてもそんなに怒りが湧いてくるものかという疑問を持つ
ものもいるだろう。しかし，実際，この小学生役は，本当に怒りを感じた
のだという。
大人が，単にドラマの１場面として演じていても，期待していて期待は
ずれになれば怒りが湧いてくるとすれば，実際の小学生－毎日の生活で母
親が期待はずれの態度をとっているといった事情があるのかもしれない小
学生－ならばどのような気持ちになるのかを想像してみることはできるだ
ろう。そういった想像をしてみることで，塾講師の学生も対応の仕方が変
わったのではないだろうか。
５．考察
上記のプレイに即しての考察
上に示した例を考えると，ロール・プレイングは「問題行動を別の角度
から眺め，一見奇異な言動にも意味があることが理解できる」場であると
いってよいと考えられる。それでは，なぜ，ロール・プレイングがそのよ
うな場になりうるか考えてみたい。
プレイおよびその後の観客との討論は，その事例に対する ｢how to｣ 式
の解決法を得させてくれるものではないが，石を拾ってくる子どものこと
で相談にのっていた治療者にとって非常に意義のある経験になったようで
ある。これ以後，この治療者は，石を拾ってくる子どもの気持ちが少しわ
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かるようになり（わかるようになったというと，それは傲慢であるが）石
を拾ってくることとはどのようなことかを考えるようになったという。
嘔吐する少年への援助をしていた相談員は，嘔吐する気持ちの奥底にあ
るものを受け入れなくてはならないと反省するようになった。そして，受
け容れるためには，受け容れがたいのを我慢して受容するということでは
なく，受け容れられるように自分自身が成長することが必要なのだと考え
るようになったとのことである。つまり，実際に演じてみて，自分がこの
少年を本当には受け容れていなかったことに気づき，そしてそれを少年の
問題に帰するのではなく，自分自身の問題として受けとめ，受容できない
自分を一度否定し，自分が成長しなければならないことに気づくという過
程がおきている。少年の役を実際に演じていることで，安易に少年の問題
に帰することを免れる助けになっているといえよう。
注意欠陥多動障害の小学生を塾で教えていた学生は，ロール・プレイン
グ研究会月例会に出ていたわけではないが，その子どもの「問題行動」の
意味を自分なりに考えて，自分の行動を変えるようになっている。
事例検討についての考察
ところで，神田橋は，精神科医療の現場で「他人の身になる技法」につ
いて次のように述べている。「患者のおかれている現実の場に身を置くこ
と。患者の姿勢を真似てみる。姿勢に限らずすべての身体活動の領域で真
似る。ただし注意しなければならないのは，患者の身になるといっても，
患者の身になることなど不可能であるということである。正確には，患者
の身になった気になる技法である。」と述べる９）。ロール・プレイングで
は，ドラマを演じることによって，身体的に行動を真似てみて身体感覚を
通じ，自分の担当するケースの身になる可能性を手に入れることができる
のではないだろうか（ケースの身になったつもりになっているだけで，本
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当には，わかっていないということを自覚している必要があるが）。
さらに，神田橋は，ケースカンファレンスを有益なものにするために，
いくつかの提言をしている。「あらかじめレジュメを配布しない方がいい。
ケース提出者はつねに，自分が最も関心を持っている部分に焦点を絞って
報告する。語り言葉だけのケースカンファレンスにする（書き言葉や読み
言葉ではなく。筆者注）」ということを勧めている10）。この点について考え
てみると興味深い。というのは，横浜ロール・プレイング研究会月例会で
は毎回，ウォーミングアップを兼ねてその日のテーマを話し合う際に，メ
ンバーの誰も症例について書いた記録を持ってきているわけではない点で
通じるものがあるからである。たまたま自分にとって最も気になるケース
について報告することがあるだけである。関心を持っていることをその場
で語るという，この点でも横浜ロール・プレイング研究会月例会が有益な
事例検討会になる可能性を持っているといえるだろう。
もう１点，横浜ロール・プレイング研究会月例会の事例検討に果たす意
義を挙げておこう。土居は，ケース・カンファレンスを集団討議でおこな
うことのメリットとして「治療者の治療者としての自覚を喚起するには便
利であり，治療者の個人的な問題に議論が傾斜することをさけて治療者が
治療者としての役割を果たす上での問題を浮き彫りにすることが比較的容
易である」ということをあげている11）。土居は，集団討議の１メンバーと
して参加していた訳ではなく，実際にはスーパーバイザーの役割を果たし
ているが，横浜ロール・プレイング研究会もスーパーバイザーの存在あっ
てこその研究会である。そういう意味でも土居が述べているメリットは，
横浜ロール・プレイング研究会にも当てはまることであろう。また，集団
で行うことの意義は，参加したメンバーの様々な見解に触れることができ
ることにもある。事例に対する見方も，様々なメンバーから提起される，
様々な視点からの見方である。どれが正しいというわけではない。つまり，
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同じ事例についてでも様々な視点があるということを頭で知るだけではな
く，それらの視点を実感として自分の中に取り入れることも必要になって
くる。自らの中に矛盾対立した視点を作り出すことが対人援助を行うため
に必要だと考えてみると，ロール・プレイングがまさにその方法として適っ
ていると思われる。
また，ロール・プレイングでは，役割交替などを行うことによって対立
する視点から見ることができるようになることを目指し，その対立する視
点を止揚させながらドラマが展開することを目指すものである。また，ド
ラマにおける人間関係のなかで，相手の気持ちを感じとろうとし，いかに
自分が相手の気持ちを感じとっていないかを省みることができることを目
指すものである。さらに，自分が演じたプレイを振り返ることで，援助す
る立場になったときの自分のパターンに気づくことができるのである。
伊東は，ロール・プレイングは何のために行うかについて「完璧に人を
理解するということは有り得ないのですから，たとえ理解は不十分だとし
ても，できるだけのことをしなければなりません。その際必要なことは，
人と係わる上での自分の癖や限界を知っていなくてはなりません。人を援
助する仕事というのは，ともすれば自己満足や傲慢さに陥りやすい面があ
るので，自分の癖や限界を謙虚に反省する姿勢が大切です。したがって他
人を理解する前に，まず自分を知る，自分を理解するということが必要に
なります。自分担当したケースの役割を演じてみると，その人の理解が進
むことがあります。ロール・プレイングで演じてみると，そのケースにつ
いてただ考えた場合よりも，より直接的，体験的に自分の実感として理解
できるのが特徴です。」と述べる12）。
伊東の指摘の通り，まさに，自分の癖を知ることは，対人援助の事例検
討の意義であり，研鑽の必要性を示すものでもある。スポーツのレッスン
の場合には，コーチに自分のフォームの癖を指摘してもらうこともあるだ
ロール・プレイングを用いた援助職のための事例検討について－精神分析的視点から－
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ろう。しかし，対人関係の中で起きてくる癖は，対人関係の中で気づくし
かない。一方，対人関係の中で起きてくる癖は，自分でも気づかない無意
識的な空想に由来するものが多く，なかなか自分だけでは気づくことがで
きないものでもある。だからこそ，スーパーバイザーのもとで行うロール・
プレイングの意義があるのではないだろうか。
６．結論
横浜ロール・プレイング研究会でおこなっているのは事例検討ではない。
しかしながら，事例検討としての意義も多大である。
つまり，逆説的だが，被援助者の身になろうとしてもなれないことを痛
感し，しかし，少しでもそのようになることを目指してゆくことが重要で
あるということだろう。
架空のプレイですら，このような状況におかれたらこういう思いになる，
ましてや，実際にずっとその状況におかれていたらどんなだろうか想像し
てみる，その時にこそ，ケースカンファレンスとしての側面の本領が発揮
されるのではないだろうか。また，プレイの中でさえ，人間関係のちょっ
としたやりとりで，感情や行動が変化するという体験が，日々の対人援助
に（あるいは日々の人間関係に）様々な寄与をもたらすものと考えられる。
そのような体験が，対人援助の要となるのではないだろうか。
今後は，そもそもロール・プレイングとはなんなのか。大人がごっこ遊
びをすることにどのような意味があるのかについては，さらに検討を深め
てゆきたい。
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